
第846号 毎月１日発行 2017年（平成29年） 1 月 1 日M K 新 聞
年
間
購
読
８
２
０
円（
送
料
・
税
込
）

　貴布禰総本宮 貴船神社（京都市左京区）の巫女。「当神社は、『水源の神』をお
祀りしています。水源は万物のエネルギーである『氣』が生ずる根源の地として、『氣
生根（きふね）』とも呼ばれます。元氣が回復すれば運氣も上昇すると、古くから『縁
結び』などさまざまな願い事で当神社を参拝されています。」

（写真左より）荒
あら

堀
ほり

　茉
ま

耶
や

 さん、榎
え

浪
なみ

　茜
あかね

 さん

グ
ル
ー
プ
連
携
強
化
で

Ｍ
Ｋ
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
る

　

昨
年
の
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の

取
組
み
で
は
、
グ
ル
ー
プ
間

の
連
携
強
化
で
お
客
様
へ
の

利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

国
内
８
都
市
、
海
外
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ソ
ウ
ル
・
上

海
の
Ｍ
Ｋ
に
加
え
、
昨
年
４

月
、
台
湾
の
最
大
手
タ
ク
シ

ー
会
社
・
台
灣
大
車
隊
と
業

務
提
携
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
業
務
提
携
に
よ
り
、
５

月
か
ら
桃
園
空
港
と
台
北
市

内
を
結
ぶ
空
港
送
迎
タ
ク
シ

ー
の
予
約
受
付
が
Ｍ
Ｋ
で
可

能
と
な
り
、
昨
年
末
時
点
で

１
９
０
０
名
以
上
の
Ｍ
Ｋ
ユ

ー
ザ
ー
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
配
車

ア
プ
リ
の
連
携
を
と
り
日
本

の
お
客
様
、
台
湾
の
お
客
様

そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
普
段
お
使

い
の
配
車
ア
プ
リ
で
日
本
、

台
湾
の
ど
ち
ら
で
も
タ
ク
シ

ー
が
呼
べ
る
体
制
を
作
り
ま

す
。
さ
ら
に
海
外
タ
ク
シ
ー

企
業
と
の
提
携
も
拡
大
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
全
国
主
要
空
港

の
空
港
送
迎
を
す
べ
て
Ｍ
Ｋ

で
行
う
こ
と
が
で
き
、「
Ｍ

Ｋ
＝
空
港
送
迎
の
代
名
詞
」

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
空
港
送
迎
２

ヵ
所
同
時
予
約
で
車
両
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
の
特
典
が

付
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
り
便
利
に

快
適
に
旅
の
目
的
地
へ
移
動

で
き
る
よ
う
海
外
提
携
と
の

相
乗
効
果
を
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
は
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
各

地
で
も
Ｇ
７
関
連
会
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
サ
ミ

ッ
ト
や
関
連
会
合
に
お
い

て
、
Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー
が
大
臣

や
ス
タ
ッ
フ
の
送
迎
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
１
会
合
で
延
べ

３
０
０
台
近
く
の
車
両
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
１
社

で
は
受
け
ら
れ
な
い
大
規
模

な
も
の
で
し
た
が
、
グ
ル
ー

プ
各
社
か
ら
車
両
と
ド
ラ
イ

バ
ー
を
厳
選
し
て
対
応
し
ま

し
た
。
Ｍ
Ｋ
に
対
す
る
評
価

は
よ
く
、そ
の
後
も
大
使
館
・

総
領
事
館
か
ら
ご
注
文
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
昨
年

よ
り
強
化
し
た
海
外
留
学
制

度
も
一
昨
年
は
15
名
、
昨
年

は
12
名
を
派
遣
し
、
英
会
話

ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
本
年
か
ら

は
中
国
語
の
習
得
の
た
め
の

留
学
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
も

引
き
続
き
、
各
社
で
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
車
両
の
導
入
を
進
め

ま
し
た
。
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ

ン
ツ
（
東
京
）、
ア
ル
フ
ァ

ー
ド
Ｈ
Ｖ
、
ク
ラ
ウ
ン
Ｈ
Ｖ

ロ
イ
ヤ
ル
（
主
に
大
阪
・
神

戸
・
福
岡
）
を
タ
ク
シ
ー
と

同
じ
基
本
運
賃
で
ご
乗
車
い

た
だ
け
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
一
層
き
め
細
や
か
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
顧
客

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合

を
進
め
、
き
め
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
も

作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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タ
ク
シ
ー
活
性
化
に

公
定
幅
運
賃
は
必
要
な
い

　

昨
年
、
タ
ク
シ
ー
の
適
正

化
と
活
性
化
を
大
義
名
分
と

し
て
国
や
行
政
が
進
め
て
き

た
施
策
が
違
法
で
あ
っ
た
こ

と
が
決
定
的
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
26
年
４
月
に
「
公

定
幅
運
賃
」
と
呼
ば
れ
る
統

制
価
格
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
従
来

の
運
賃
の
維
持
を
求
め
た
訴

り
、
Ｍ
Ｋ
は
司
法
判
断
に
守

ら
れ
る
立
場
で
は
な
く
な

り
、
改
め
て
新
し
い
公
定
幅

運
賃
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
い
ま
一
度
、
Ｍ
Ｋ
タ

ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
や
運

賃
、
国
の
公
定
幅
運
賃
制
度

な
ど
に
つ
い
て
の
お
客
様
の

ご
意
見
を
頂
戴
す
べ
く
、
ア

ン
ケ
ー
ト
は
が
き
募
集
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
公

定
幅
運
賃
が
ま
だ
公
示
さ
れ

て
い
な
い
福
岡
に
つ
い
て
は

現
在
も
継
続
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
募
集
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
末
時
点
で

３
万
５
０
０
０
通
を
超
え
る

お
声
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。
Ｍ
Ｋ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご

評
価
い
た
だ
く
声
、
大
幅
な

値
上
げ
は
利
用
に
差
し
障
り

が
あ
る
と
い
う
声
、
国
が
強

制
的
に
運
賃
を
決
め
る
こ
と

へ
の
違
和
感
な
ど
、
率
直
な

お
声
を
い
た
だ
き
、
改
め
て

気
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
改
め
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
お
客
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
商
売
に
お
い
て

価
格
を
決
定
す
る
と
き
に
は

お
客
様
に
目
を
向
け
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
々
の
世
の
中
の
経
済

環
境
を
見
て
価
格
を
決
め
る

も
の
で
す
。
京
都
Ｍ
Ｋ
で
は

実
に
平
成
９
年
か
ら
運
賃
は

据
え
置
き
が
続
い
て
お
り
、

平
成
26
年
の
消
費
税
増
税
時

に
増
税
分
だ
け
転
嫁
し
た
の

み
で
す
。
政
府
で
さ
え
消
費

税
増
税
を
行
う
と
き
も
５
％

か
ら
一
気
に
10
％
に
上
げ
る

こ
と
は
な
く
、
ま
ず
は
８
％

と
段
階
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
公
定
幅
運
賃
を

今
の
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
採
用

し
た
場
合
に
各
社
概
ね
10
％

～
15
％
の
値
上
げ
と
な
り
、

Ｍ
Ｋ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
お

客
様
に
多
大
な
ご
負
担
を
強

い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
国
や
行
政
に
で

は
な
く
、
お
客
様
に
顔
を
向

け
た
商
売
を
行
い
、
お
客
様

へ
の
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
タ
ク
シ
ー
活
性
化
の
た

め
、
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

訟
で
、
昨
年
２
月
に
福
岡
地

裁
、
９
月
に
大
阪
地
裁
が
Ｍ

Ｋ
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め

る
本
案
判
決
を
下
し
た
の
で

す
。

　

し
か
し
10
月
に
は
、
国
側

の
敗
訴
判
決
を
受
け
、
近
畿

な
ど
の
地
域
で
下
限
の
幅
を

広
げ
る
新
し
い
公
定
幅
運
賃

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
青
木
信
明

新
た
な
年
に
飛
躍
を
誓
う

グ
ル
ー
プ
連
携
と
若
い
力
で
新
た
な
価
値
を

年
頭
の
辞

　

お
客
様
、
市
民
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
に
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様

で
一
同
つ
つ
が
な
く
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	 4面	 広がるチャリティの輪
	 9面	 TACPONEWS 提携店をご紹介
	10面	 滋賀MK大津営業所移転
	12面	 MK婦人会総会開催

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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拝
啓
ル
ノ
ワ
ー
ル
先
生

―
梅
原
龍
三
郎
が
出
会
っ

た
西
洋
美
術

１
／
24
～
３
／
26　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

近
代
洋
画
界
の
一
時
代
を

築
い
た
梅
原
龍
三
郎
は
、
日

本
の
画
家
と
し
て
初
め
て
巨

匠
ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら
教
え
を

受
け
た
。
本
展
で
は
、
二
人

の
師
弟
関
係
を
軸
に
、
両
者

の
作
品
と
、
梅
原
と
交
友
の

あ
っ
た
ピ
カ
ソ
や
ル
オ
ー
ら

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
「
天

王
寺
」
駅
下
車
）
に

て
１
月
24
日（
火
）～

３
月
26
日（
日
）。
休

館
日
は
１
月
30
日
、

２
月
６
日
、
２
月
13

日
、２
月
20
日
、２
月

27
日
。
午
前
10
時
～

午
後
８
時
（
月
土
日

祝
は
同
６
時
ま
で
）、

入
館
は
そ
れ
ぞ
れ
30

分
前
ま
で
。
一
般
１

４
０
０
円
、
高
大
生

１
０
０
０
円
、
小
中

生
５
０
０
円
。
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
美
術
館
☎
０
６
・
４
３

９
９
・
９
０
５
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

　

伊
藤
若
冲
は
、
江
戸
時
代

の
中
期
に
活
躍
し
た
京
都
の

絵
師
。
こ
の
若
冲
の
作
品
を

約
30
点
集
め
た
特
集
陳
列

「
生
誕
３
０
０
年　

伊
藤
若

冲
」
が
京
都
国
立
博
物
館
に

て
１
月
15
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

錦
小
路
の
青
物
問
屋
に
生

ま
れ
た
若
冲
は
、
家
業
の
傍

ら
、
絵
に
対
し
飽
く
な
き
探

京
都
市
交
響
楽
団

第
６
０
９
回
定
期
演
奏
会

２
／
17　

19
：
00　
　
　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　

日
本
の
古
楽
界
を
牽
引
し

続
け
る
名
匠
・
鈴
木
秀
美
が

京
都
市
交
響
楽
団
定
期
演
奏

さ
が
わ
き
っ
ず
み
ゆ
ー
じ
あ
む

ダ
ン
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
遊
園
地

開
催
中
～
２
／
12

佐
川
美
術
館　
　

　

Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
準
優

勝
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
王
・
岡
村

剛
一
郎
が
デ
ザ
イ
ン
・
監
修
。

琵
琶
湖
を
テ
ー
マ
に
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
が
実
際
に
遊
べ
る
遊

具
や
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
変

身
し
て
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

佐
川
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
「
守

「
奈
良
」
駅
よ
り
奈
良
交
通

バ
ス
「
県
庁
前
」
下
車
）
に

て
１
月
14
日
（
土
）
～
３
月

15
日
（
水
）。
休
館
日
は
月

曜
日
（
３
月
６
日
、
13
日
は

開
館
）。
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
入
館
は
30
分
前
ま

で
）。
一
般
４
０
０
円
、
高
大

生
２
５
０
円
、
小
中
生
１
５

０
円
。
奈
良
県
立
美
術
館
☎

０
７
４
２
・
２
３
・
３
９
６

８☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

①
書
籍
「
京
都
を
学
ぶ
【
洛

北
編
】」（
４
面
）

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
10
面
）

３
組
６
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
拝
啓
ル
ノ
ワ
ー
ル
先
生
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

求
を
続
け
、
若
冲
の
描
い
た

作
品
は
市
中
で
評
判
と
な
っ

た
。
こ
の
特
集
陳
列
で
は
間

近
で
若
冲
の
独
特
な
表
現
方

法
や
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か

れ
た
作
品
を
観
る
こ
と
が
で

き
る
。
特
に
画
題
で
は
鶏
が

多
く
、
年
を
追
う
ご
と
に
表

現
が
変
化
し
て
い
く
鶏
は
必

見
で
あ
る
。

　

ま
た
、
３
月
18
日
（
土
）

に
は
総
勢
40
キ
ャ
ラ
が
集
ま

り
「
京
キ
ャ
ラ
博　

京
都
ほ

ん
ま
も
ん
祭
」
が
京
都
国
立

博
物
館
の
庭
園
で
開
催
さ
れ

る
。
京
都
府
内
か
ら
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
集
ま
る
だ
け
で

な
く
、
ご
当
地
の
グ
ル
メ
や

物
産
が
集
ま
り
、
入
場
無
料

な
の
で
誰
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

　

２
０
１
７
年
の
特
別
展
覧

会
と
し
て
は
、
京
都
国
立
博

物
館
の
開
館
１
２
０
周
年
を

迎
え
、「
海か

い
ほ
う
ゆ
う
し
ょ
う

北
友
松
」
や
「
国

宝
」
が
開
催
さ
れ
る
と
発
表

の
作
品
を
紹
介
す
る
。

祈
り
の
美

～
清
水
公
照
・
平
山
郁
夫
・

杉
本
健
吉
…

１
／
14
～
３
／
15

奈
良
県
立
美
術
館

　

本
展
で
は
、
祈
り
の
地
・

奈
良
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

を
展
示
し
、
現
代
に
花
開
い

た
祈
り
の
美
の
世
界
に
迫

る
。
出
品
作
品
は
、
絵
画
・

書
・
陶
芸
な
ど
祈
り
の
心
を

感
じ
取
れ
る
約
２
０
０
点
。

　

奈
良
県
立
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ

　

５
組
10
名
ご
招
待

山
」
駅
よ
り
近
江
鉄
道
バ

ス
「
佐
川
美
術
館
」
下
車
）

に
て
開
催
中
。
２
月
12
日

（
日
）
ま
で
。
休
館
日
は

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
翌

火
曜
日
）、
12
月
30
日
～

１
月
３
日
。
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
（
入
館
は

30
分
前
ま
で
）。一
般
１
０

０
０
円
、
高
大
生
６
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
。

佐
川
美
術
館
☎
０
７
７
・

５
８
５
・
７
８
０
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル

ノ
ワ
ー
ル
《
横
た
わ
る
浴
女
》　

１
９
０
６
年　

国
立
西
洋
美
術
館

蔵
（
梅
原
龍
三
郎
氏
よ
り
寄
贈
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
海
賊
船

清
水
公
照
《
紅
富
士
》
昭
和
6０
年

　

日
本
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ

顧
問
で
あ
り
元
運
輸
省
自

動
車
局
長
、
海
上
保
安
庁

長
官
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た

高
橋
壽
夫
氏
が
去
る
平
成

28
年
12
月
3
日
に
92
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
生

前
の
氏
を
偲
び
、
こ
こ
に

深
く
追
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　

弊
社
が
初
め
て
氏
に
お

会
い
し
た
の
が
昭
和
50
年

代
、
当
時
運
輸
省
自
動
車

局
長
と
し
て
お
忙
し
い
な

か
、
京
都
で
評
判
が
た
っ

た
弊
社
の
経
営
シ
ス
テ
ム

を
説
明
し
て
欲
し
い
と
お

声
が
か
か
り
、
東
京
ま
で

行
っ
て
Ｍ
Ｋ
の
歴
史
を
ス

ラ
イ
ド
や
パ
ネ
ル
を
使
っ

て
取
り
組
み
を
話
し
ま
し

た
。
当
初
は
ほ
ん
の
ご
挨
拶

だ
け
で
詳
し
く
は
部
下
の
方

か
ら
報
告
を
受
け
る
ご
予
定

で
し
た
が
、
熱
心
に
聞
き
入

り
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い

た
だ
き
、
経
営
者
と
従
業
員

の
一
体
感
と
信
頼
に
基
づ
く

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
後
日
「
Ｍ

Ｋ
の
給
与
シ
ス
テ
ム
は
正
宗

の
銘
刀
の
よ
う
な
も
の
」
と

記
者
の
前
で
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
利
用
者
視
点
か

ら
タ
ク
シ
ー
の
将
来
を
真
剣

に
考
え
ら
れ
、
退
官
後
は
運

輸
政
策
審
議
会
の
一
員
と
し

て
規
制
緩
和
を
推
進
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
退

官
後
も
お
付
き
合
い
を
賜

り
ま
し
た
が
、常
に
国
家
・

国
民
の
こ
と
を
思
い
、
そ

の
よ
う
な
目
線
を
大
事
に

さ
れ
る
と
と
も
に
高
邁
で

質
実
剛
健
の
人
で
あ
り
、

私
生
活
に
お
い
て
は
公
私

の
け
じ
め
に
厳
格
で
、
退

官
後
も
な
お
質
素
と
勤
勉

の
思
想
を
貫
く
方
で
し

た
。
弊
社
と
し
ま
し
て
は

官
僚
と
事
業
者
と
で
立
場

は
違
え
ど
も
、
真
に
利
用

者
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
思
想

は
官
民
の
枠
を
超
え
る
も

の
で
あ
る
と
、
深
い
敬
愛

の
念
を
抱
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
氏
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社

故 

高た
か

橋は
し

壽ひ
さ

夫お 

氏
を
偲
ぶ

一部のみ和装

割引の対象とならない場合

上だけの法被 下駄のみ

足袋のみ

割引の対象となる場合

僧衣

法被袴

甚平
作務衣

装束
着物･ゆかた

※ご乗車時に和装の方がいらっしゃる場合に適用
※時間制運賃には適用しません

京都MKコールセンター

きものが似合う町、京都

（京都MKのみ）

きもの割引
きもののお客様は
メーター運賃1割引

シ
ャ
ル
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル

＝
ア
ム
ラ
ン

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

～
オ
ー
ル
シ
ョ
パ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
～

２
／
25　

15
：
00

青
山
音
楽
記
念
館

　

２
０
１
５
年
シ
ョ
パ
ン
国

際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で

第
２
位
と
ベ
ス
ト
・
ソ
ナ
タ

賞
を
同
時
に
受
賞
し
た
シ
ャ

ル
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル
＝
ア
ム

ラ
ン
は
同
世
代
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
現
在
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
音
楽
院
で
ア
ン
ド
レ
・
ラ

ブ
ラ
ン
ト
に
師
事
、
同
時
に

後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

国際会館催事カレンダー 〈１月の主な会議〉

開 催 日 催 事 名 総参加者数（名）

１月13日〜15日 第20回日本病態栄養学会年次学術集会 5,000

　　28日 あさがくナビのキャリアデザインフォーラム　業界研究＆インターンシップ 2,000

公益財団法人　国立京都国際会館　http://www.icckyoto.or.jp/　☎075–705–1218
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n
n
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会
に
初
登
場
す
る
。
名
チ
ェ

リ
ス
ト
で
も
あ
る
鈴
木
の
バ

ッ
ハ
弾
き
振
り
に
始
ま
り
、

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ハ
イ

ド
ン
に
、
ハ
イ
ド
ン
は
バ
ッ

ハ
に
多
く
を
学
ん
だ
」
歴
史

を
た
ど
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
演

奏
曲
は
、バ
ッ
ハ
・
チ
ェ
ロ
協

奏
曲
イ
長
調
、ハ
イ
ド
ン
・
交

響
曲
第
82
番
ハ
長
調
「
熊
」、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
交
響
曲

第
５
番
ハ
短
調
な
ど
。

　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

（
地
下
鉄
「
北
山
」
駅
よ
り

徒
歩
約
５
分
）
に
て
、
２
月

17
日
（
金
）
午
後
７
時
開
演

（
開
場
は
１
時
間
前
）。Ｓ
席

５
０
０
０
円
、
Ａ
席
４
５
０

０
円
、Ｂ
席
３
５
０
０
円
、Ｐ

席
２
０
０
０
円
。
京
都
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
☎
０
７
５
・

７
１
１
・
３
２
３
１

ル
シ
ョ
パ
ン
で
、
ノ
ク
タ
ー

ン
第
17
番
ロ
長
調
、
ソ
ナ
タ

第
３
番
ロ
短
調
な
ど
。

　

青
山
音
楽
記
念
館
（
阪
急

「
上
桂
」
駅
よ
り
西
へ
３
０

０
ｍ
）に
て
、２
月
25
日（
土
）

午
後
３
時
開
演
（
開
場
は
30

分
前
）。
一
般
４
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）。青
山
音
楽
記

念
館
☎
０
７
５
・
３
９
３
・

０
０
１
１

さ
れ
た
。「
海
北
友
松
」
展
は

４
月
11
日
～
５
月
21
日
に
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
回
顧

展
を
上
回
る
大
回
顧
展
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
重
要
文

化
財
の「
雲
竜
図
」（
建
仁
寺
）

や
、
60
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
戻
っ
て
く
る
「
月
下
渓

流
図
屏
風
」
等
を
含
め
て
約

70
件
を
展
示
す
る
。

　

「
国
宝
」
展
で
は
国
宝
制

度
の
元
と
な
る
「
古
社
寺
保

存
法
」
制
定
よ
り
１
２
０
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
10
月

３
日
～
11
月
26
日
に
41
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
展

覧
会
で
は
福
岡
市
で
発
見
さ

れ
た
「
金
印
」
な
ど
が
展
示

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

■
博
物
館
情
報

京
都
市
東
山
区
茶
屋
町
５

２
７

㊡
月

特
集
陳
列
期
間
の
開
館
時
間

火
～
木
・
日　

午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

金
・
土　

午
前
９
半
～
午
後

８
時

☎
０
７
５・５
２
５・２
４
７
３

④
佐
川
美
術
館
「
ダ
ン
ボ
ー

ル
ア
ー
ト
遊
園
地
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
奈
良
県
立
美
術
館
「
祈
り

の
美
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
１
月

15
日
（
日
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
「
読
者
ご
意

見
板
」
で
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp/privacy/

//////////////////////////
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//////////////////////////

特
集
陳
列
「
生
誕
３
０
０
年

伊
藤
若
冲
」　
　
　
　
　
　

特
集
陳
列
「
生
誕
３
０
０
年　

伊
藤
若
冲
」

そ
の
他
、
特
別
展
覧
会
情
報

京
都
国
立
博
物
館
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タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す

る
分
水
嶺
で
あ
り
、
Ｍ
Ｋ
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
正
念
場

で
あ
る
今
、
会
社
と
従
業
員

の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
を
支

え
る
家
族
の
方
と
の
一
層
の

結
束
を
図
り
た
い
と
の
思
い

で
、
去
る
12
月
10
日
、
ハ
イ

ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

京
都
に
て
「
Ｍ
Ｋ
婦
人
会
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｍ
Ｋ
婦
人
会
は
、
昭

和
45
年
春
に
結
成
さ
れ
、
す

で
に
46
年
の
歴
史
を
も
っ
て

い
ま
す
。
家
族
の
方
に
も
タ

ク
シ
ー
と
い
う
職
業
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
社
会
的
地
位
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
会
社
や
労

働
組
合
の
活
動
に
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
最
近
の
ト
ピ

ッ
ク
と
し
て
、
ハ
イ
グ
レ
ー

ド
車
両
の
導
入
や
英
会
話
ド

ラ
イ
バ
ー
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
Ｍ
Ｋ
の
取

組
み
と
、
各
種
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
Ｍ
Ｋ
へ
の
高
い

評
価
を
紹
介
し
ま
し

た
。
総
会
後
は
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
懇

親
会
を
開
催
し
、
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
の
最
後
に

は
、
婦
人
会
と
し
て

も
、
会
社
、
労
働
組

合
と
な
ら
ぶ
Ｍ
Ｋ
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
、
今
後
と
も
全
面

的
に
協
力
し
て
い
く
と
の
表

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
は
、
会
社
、
労
働
組

合
、
婦
人
会
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

お
客
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（12）
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MKタクシー

Twitter限定の
キャンペーンも随時実施！

最新情報発信中！
MKグループ

★

★

★

マシュー・カロン 毎日更新！ フォローしてね！
@MKofficial_PR

12
月
10
日
Ｍ
Ｋ
婦
人
会
総
会
で
会
社

の
取
組
み
を
紹
介

結
成
当
初
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
な
ど
に
協
力
し
た
Ｍ
Ｋ

婦
人
会

家
族
も
Ｍ
Ｋ
の
一
員

家
族
も
Ｍ
Ｋ
の
一
員

Ｍ
Ｋ
婦
人
会
総
会
開
催

M
K
group


